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朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
千
葉

講
座
用
プ
リ
ン
ト

担
当

加
藤

徹

夏
～
秋
の
漢
詩

平
成
二
十
六
年(

２
０
１
４)

七
月
二
十
五
日
金
曜
日=

旧
暦
六
月
二
十
九
日

二
十
四
節
気

雑
節
・
節
句
・
そ
の
他

七
月
二
十
三
日
…
大
暑

八
月
二
日
…
七
夕(

旧
暦
七
月
七
日)

八
月
七
日
…
立
秋

八
月
二
十
三
日
…
処
暑

九
月
一
日
…
二
百
十
日

九
月
八
日
…
白
露

九
月
八
日
…
中
秋
の
名
月(

旧
暦
八
月
十
五
日)

九
月
二
十
三
日
…
秋
分

九
月
二
十
日
…
彼
岸

十
月
八
日
…
寒
露

十
月
二
日
…
重
陽(

旧
暦
九
月
九
日)

十
月
二
十
三
日
…
霜
降

十
月
二
十
日
…
土
用

★
消
暑(

銷
暑
。
消
夏)

の
漢
詩

夏
夜
追
涼

楊
万
里(

１
１
２
７
～
１
２
０
６)

夜
熱
依
然
午
熱
同

夜
熱

依
然
と
し
て
午
熱
に
同
じ

開
門
小
立
月
明
中

門
を
開
き

小
く
立
つ

月
明
の
中

竹
深
樹
密
虫
鳴
処

竹

深
く

樹

密
に
し
て

虫
鳴
く
処

時
有
微
涼
不
是
風

時
に
微
涼
有
り

是
れ
風
な
ら
ず

カ
ヤ
、
リ
ョ
ウ
を
オ
う
。
ヨ
ウ
バ
ン
リ
。
ヤ
ネ
ツ
、
イ
ゼ
ン
と
し
て
ゴ
ネ
ツ
に
オ
ナ
じ
。
モ
ン
を
ヒ

ラ
き

シ
バ
ラ
く
タ
つ

ゲ
ツ
メ
イ
の
ウ
チ
。
タ
ケ

フ
カ
く

キ

ミ
ツ
に
し
て

ム
シ
ナ
く
ト
コ

ロ
、
ト
キ
に
ビ
リ
ョ
ウ

ア
り

コ
れ
カ
ゼ
な
ら
ず
。

★
二
十
四
節
気
の
「
白
露
」
と
中
秋
の
名
月

月
夜
憶
舎
弟

杜
甫(

７
１
２
～
７
７
０)

戍
鼓
断
人
行

戍
鼓

人
行
断
え

辺
秋
一
雁
声

辺
秋

一
雁
の
声

露
従
今
夜
白

露
は
今
夜
よ
り
白
く

月
是
故
郷
明

月
は
是
れ
故
郷
に
明
ら
か
な
ら
ん

有
弟
皆
分
散

弟
有
り

皆
分
散
す

無
家
問
死
生

家
の
死
生
を
問
ふ
無
し

寄
書
長
不
達

書
を
寄
す
る
も

長
く
達
せ
ず

況
乃
未
休
兵

況
ん
や
乃
ち
未
だ
兵
を
休
め
ざ
る
を
や
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ゲ
ツ
ヤ
、
シ
ャ
テ
イ
を
オ
モ
う
。
ト
ホ
。
ジ
ュ
コ
、
ジ
ン
コ
ウ

タ
え
、
ヘ
ン
シ
ュ
ウ

イ
チ
ガ
ン

の
コ
エ
。
ツ
ユ
は
コ
ン
ヤ
よ
り
シ
ロ
く
、
ツ
キ
は
コ
れ
コ
キ
ョ
ウ
に
ア
キ
ら
か
な
ら
ん
。
オ
ト
ウ
ト

ア
り
、
ミ
ナ

ブ
ン
サ
ン
す
。
イ
エ
の
シ
セ
イ
を
ト
う
ナ
し
。
シ
ョ
を
ヨ
す
る
も
ナ
ガ
く
タ
ッ
せ
ず
。

イ
ワ
ん
や
ス
ナ
ワ
ち
イ
マ
だ
ヘ
イ
を
ヤ
め
ざ
る
を
や
。

yue4
ye4

yi4
she3

di4
du4

fu3
shu4

gu3
duan4

ren2
xing2

/bian1
qiu1

yi1
yan4

sheng1
/

lu4
cong2

jin1
ye4

bai2
/yue4

shi4
gu4

xiang1
m

ing2
/you3

di4
jie1

fen1
san4

/w
u2

jia1
w

en4
si3

sheng1
/ji4

shu1
chang2

bu4
da2

/kuang4
nai3

w
ei4

xiu1
bing1

※
７
５
９
年
、
四
十
八
歳
の
杜
甫
が
家
族
と
と
も
に
漂
泊
の
旅
を
続
け
て
い
た
時
の
漢
詩
。

戍=

慣
用
音
「
ジ
ュ
」
、
呉
音
「
ス
」、
漢
音
「
シ
ュ
」
。
「
戌(

ジ
ュ
ツ)

」
「
戊(

ボ)

」
と
は
別
字
。

★
七
夕
の
説
話
の
起
源

六
朝
・
梁
の
殷
芸
『
小
説
』
よ
り
（
明
代
の
『
月
令
広
義
』
七
月
令
の
逸
文
）

い
ん
う
ん

天
河
之
東
有
織
女
、
天
帝
之
子
也
。
年
年
機
杼
労
役
、
織
成
雲
錦
天
衣
、
容
貌
不
暇
整
。

帝
憐
其
独
処
、
許
嫁
河
西
牽
牛
郎
、
嫁
後
遂
廃
織
紝
。
天
帝
怒
、
責
令
帰
河
東
、
但
使
一

年
一
度
会
。

天
の
河
の
東
に
織
女(

し
ょ
く
じ
ょ)

有
り
、
天
帝
の
子
な
り
。
年
年
、
機
杼(

き
ち
ょ)

に
労
役
し
、

雲
錦
の
天
衣
を
織
り
成
し
、
容
貌
を
整
ふ
る
に
暇(

い
と
ま)

あ
ら
ず
。
天
帝
、
其
の
独
処
を
憐
れ
み
て
、

河
西
の
牽
牛
郎(

け
ん
ぎ
ゅ
う
ろ
う)

に
嫁
す
こ
と
を
許
す
。
嫁
し
て
後
、
遂
に
織
紝(

し
ょ
く
じ
ん)

を

廃
す
。
天
帝
怒
り
、
責
め
て
河
東
に
帰
ら
し
む
。
但
だ
、
一
年
に
一
度
会
は
し
む
。

★
乞
巧
奠(

き
っ
こ
う
で
ん)

の
起
源

梁
・
宗
懍
『
荊
楚
歳
時
記
』
よ
り

七
月
七
日
、
為
牽
牛
織
女
聚
会
之
夜
。
是
夕
、
人
家
婦
女
結
綵
縷
、
穿
七
孔
針
、
或
陳

幾
筵
酒
脯
瓜
果
於
庭
中
以
乞
巧
。
有
喜
子
網
於
瓜
上
。
則
以
為
符
応
。

七
月
七
日
、
牽
牛
・
織
女
の
聚
会
の
夜
と
為
す
。
是
の
夕
、
人
家
の
婦
女
、
綵
縷
を
結
び
、
七
孔
の
針

さ

い

る

を
穿
ち
、
或
は
金
銀･

鍮

石
を
以
て
針
と
為
し
、
几
筵･

酒
脯･

瓜
果
を
庭
中
に
陳
ね
、
以
て
巧
を
乞
ふ
。

う
が

ち
ゅ
う
じ
ゃ
く

き

え

ん

し

ゅ

ほ

つ
ら

こ
う

喜
子
の
瓜
上
に
網
す
る
こ
と
有
れ
ば
、
則
ち
以
て
符
応
と
為
す
。

※
乞
巧=

(

針
仕
事
の)

腕
前
の
上
達
を
祈
る
こ
と
。

鍮
石=

真

鍮

、
黄
銅
。

喜
子=

蜘
蛛(

ク
モ)

し
ん
ち
ゅ
う

★
中
秋
の
名
月
と
玄
宗
皇
帝

楽
史(

９
３
０
ー
１
０
０
７)

の
伝
奇
小
説
『
楊
太
真
外
伝
』
に
引
用
す
る
「
霓
裳
羽
衣
曲
」
の
起
源

げ
い
し
ょ
う
う
い

説
話
二
種
の
う
ち
の
一
つ
に
よ
る
と
、
玄
宗
は
道
士
の
導
き
で
天
上
の
月
宮
殿
に
遊
び
、
そ
こ
で
聞
い

た
天
女
の
舞
楽
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
地
上
に
戻
っ
て
か
ら
霓
裳
羽
衣
の
曲
を
作
っ
た
と
い
う
。
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又
『
逸
史
』
云
。
羅
公
遠
天
宝
初
侍
玄
宗
、
八
月
十
五
日
夜
、
宮
中
玩
月
、
曰
「
陛
下

能
従
臣
月
中
遊
乎
」
。
乃
取
一
枝
桂
、
向
空
擲
之
、
化
為
一
橋
、
其
色
如
銀
。
請
上
同
登
、

約
行
数
十
里
、
遂
至
大
城
闕
。
公
遠
曰
「
此
月
宮
也
」
。
有
仙
女
数
百
、
素
練
寛
衣
、
舞
于

広
庭
。
上
前
問
曰
「
此
何
曲
也
」
。
曰
「
霓
裳
羽
衣
也
」
。
上
密
記
其
声
調
、
遂
回
橋
、
却

顧
、
随
歩
而
滅
。
旦
諭
伶
官
、
象
其
声
調
、
作
霓
裳
羽
衣
曲
。

又
『
逸
史
』
に
云
ふ
。
羅
公
遠
、
天
宝
の
初
め
に
玄
宗
に
侍
す
。
八
月
十
五
日
の
夜
、
宮
中
に
月
を

玩
ぶ
。
曰
く
「
陛
下
、
能
く
臣
に
従
ひ
て
月
中
に
遊
ぶ
や
」
と
。
乃
ち
一
枝
の
桂
を
取
り
て
空
に
向
ひ

て
之
を

擲

て
ば
、
化
し
て
一
橋
と
為
る
。
其
の
色
は
銀
の
如
し
。

上

に
請
ひ
て
同
に
登
り
、

約

、
行

な
げ
う

し
ょ
う

と
も

お
よ
そ

く
こ
と
数
十
里
、
遂
に
大

城

闕
に
至
る
。
公
遠
曰
く
「
此
れ
月
宮
な
り
」
と
。
仙
女
数
百
有
り
、
素
練

だ
い
じ
ょ
う
け
つ

寛
衣
、
広
庭
に
舞
ふ
。
上
、
前
み
て
問
ひ
て
曰
く
「
此
れ
何
の
曲
か
」
と
。
曰
く
「
霓
裳
羽
衣
な
り
」

す
す

と
。
上
、
密
か
に
其
の
声
調
を
記
し
、
遂
に
橋
に
回
り
、
却
り
て
顧
み
れ
ば
、
歩
に
随
ひ
て
滅
す
。

旦

か
へ

か
へ

あ
し
た

に
伶
官
に
諭
し
、
其
の
声
調
を

象

り
て
霓
裳
羽
衣
の
曲
を
作
ら
し
む
。

か
た
ど

(

参
考)

謡
曲
『
邯
鄲
』
よ
り

か
ん
た
ん

月
人
男
の
舞
な
れ
ば
、
雲
の
羽
袖
を
重
ね
つ
ヽ
、
喜
び
の
歌
を
、
謡
ふ
夜
も
す
が
ら

つ
き
ひ
と
お
と
こ

は

そ
で

か
さ

う
た

よ

(

参
考)

白
居
易
「
長
恨
歌
」
の
末
尾

楊
貴
妃
と
玄
宗
皇
帝
と
七
夕

…
七
月
七
日
長
生
殿
、
夜
半
無
人
私
語
時
。
在
天
願
作
比
翼
鳥
、
在
地
願
為
連
理
枝
。
天

長
地
久
有
時
尽
、
此
恨
綿
綿
無
絶
期
。

七
月
七
日
長
生
殿
、
夜
半
人
無
く
私
語
す
る
の
時
。
天
に
在
り
て
は
願
は
く
は
比
翼
の
鳥
と
作
り
、

な

地
に
在
り
て
は
願
は
く
は
連
理
の
枝
と
為
ら
ん
。
天
長
く
地
久
し
く
時
有
り
て
尽
き
ん
も
、
此
の
恨
は

綿
綿
と
し
て
絶
ゆ
る
期
無
か
ら
ん
。

と
き

★
漱
石
の
房
総
半
島
旅
行

無
題

夏
目
漱
石(

１
８
６
７
～
１
９
１
６)

西
方
決
眥
望
茫
茫

西
方

眥
を
決
し

望
め
ば
茫
茫
た
り

幾
丈
巨
濤
拍
乱
塘

幾
丈
の
巨
濤

乱
塘
を
拍
つ

水
尽
孤
帆
天
際
去

水
尽
き
て
孤
帆

天
際
に
去
り

長
風
吹
満
太
平
洋

長
風
吹
き
満
つ

太
平
洋

ム
ダ
イ
。
ナ
ツ
メ
ソ
ウ
セ
キ
。
セ
イ
ホ
ウ
、
マ
ナ
ジ
リ
を
ケ
ッ
し
て
ノ
ゾ
め
ば
ボ
ウ
ボ
ウ
た
り
。
イ

ク
ジ
ョ
ウ
の
キ
ョ
ト
ウ
、
ラ
ン
ト
ウ
を
ウ
つ
。
ミ
ズ

ツ
き
て

コ
ハ
ン

テ
ン
サ
イ
に
サ
り
、
チ
ョ

ウ
フ
ウ

フ
き
ミ
つ

タ
イ
ヘ
イ
ヨ
ウ
。

※
明
治
二
十
二
年(

１
８
８
９)

、
二
十
三
歳
の
漱
石
は
八
月
七
日
か
ら
月
末
ま
で
房
総
半
島
を
旅
行
。
漢

詩
文
の
紀
行
文
『
木
屑
録
』(

ぼ
く
せ
つ
ろ
く)

を
書
き
、
親
友
の
正
岡
子
規
に
見
せ
た
。
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★
日
清
戦
争(

１
８
９
４
年
７
月
２
５
日
か
ら
１
８
９
５
年
１
１
月
３
０
日)

の
漢
詩

無
題

勝
海
舟(

１
８
２
３
～
１
８
９
９)

隣
国
交
兵
日

隣
国

兵
を
交
ふ
る
の
日

其
戦
更
無
名

其
の
戦
い

更
に
無
名
な
り

可
憐
鶏
林
肉

憐
れ
む
べ
し

鶏
林
の
肉

割
以
与
魯
英

割
き
て
以
て
魯
・
英
に
与
ふ

ム
ダ
イ
。
カ
ツ
カ
イ
シ
ュ
ウ
。
リ
ン
ゴ
ク
、
ヘ
イ
を
マ
ジ
う
る
の
ヒ
、
ソ
の
タ
タ
カ
い

サ
ラ
に
ム
メ

イ
な
り
。
ア
ワ
れ
む
べ
し
、
ケ
イ
リ
ン
の
ニ
ク
、
サ
き
て
モ
ッ
て
ロ
エ
イ
に
ア
タ
う
。

※
鶏
林
＝
朝
鮮
半
島
の
古
名

魯
英
＝
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス

(

参
考)

勝
海
舟
『
氷
川
清
話
』
よ
り
「
日
清
戦
争
に
は
、
お
れ
は
大
反
対
だ
つ
た
よ
。
な
ぜ
か
つ
て
、
兄

弟
喧
嘩
だ
も
の
犬
も
喰
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。(

中
略)

一
体
支
那
五
億
の
民
衆
は
日
本
に
と
つ
て
は
最
大

の
顧
客
サ
。
」

金
州
城

正
岡
子
規(
１
８
６
７
～
１
９
０
２)

旌
旗
十
万
捲
天
来

旌
旗

十
万

天
を
捲
き
て
来
る

一
戦
国
亡
枯
骨
堆

一
戦
し
て
国
亡
び

枯
骨

堆
し

犬
吠
空
垣
人
寂
寞

犬
は
空
垣
に
吠
え

人
は
寂
寞

満
城
風
雨
杏
花
開

満
城
の
風
雨

杏
花
開
く

キ
ン
シ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
。
マ
サ
オ
カ
シ
キ
。
セ
イ
キ

ジ
ュ
ウ
マ
ン

テ
ン
を
マ
き
て
キ
タ
る
。
イ
ッ
セ

ン
し
て
ク
ニ
ホ
ロ
び
、
コ
コ
ツ

ウ
ズ
タ
カ
し
。
イ
ヌ
は
ク
ウ
エ
ン
に
ホ
え
、
ヒ
ト
は
セ
キ
バ
ク
。
マ
ン

ジ
ョ
ウ
の
フ
ウ
ウ
、
キ
ョ
ウ
カ

ヒ
ラ
く
。

※
明
治
二
十
八
年(

１
８
９
５)

四
月
二
十
八
日
、
新
聞
「
日
本
」
の
連
載
記
事
「
陣
中
日
記
」
よ
り

金
州
城=

現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
遼
寧
省
大
連
市
金
州
区
。
日
露
戦
争
で
も
激
戦
地
と
な
っ
た
。以

上


